
     皆で一年の無事を祈る（林町会）

　

令
和
初
め
て
の
新
年
を
穏
や
か

に
迎
え
ま
し
た
。
年
号
が
代
わ
り

新
し
い
時
代
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
今
年
は
「
子
」
年
で

十
二
支
の
最
初
の
年
で
す
。
新
し

い
ス
タ
ー
ト
に
相
応
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
近
は
季
節
感
が
乏
し
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー

に
は
七
草
粥
の
材
料
で
セ
リ
・
ナ

ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ

ロ
を
盛
り
合
わ
せ
た
パ
ッ
ク
詰
め

が
並
ん
で
い
ま
す
。
正
月
の
七
日

に
七
草
粥
を
食
べ
る
と
寿
命
を
の

ば
す
だ
け
で
な
く
、
幼
児
が
食
べ

る
と
知
恵
が
つ
き
、
老
人
が
食
べ

る
と
若
返
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
皆
様
の
健
康
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る

災
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
長

野
県
で
も
千
曲
川
の
氾
濫
、
決
壊

に
よ
り
多
く
の
被
害
が
連
日
テ
レ

ビ
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
市
の
あ
る
地
区
で
は
、
高
齢

者
宅
や
独
り
暮
ら
し
宅
を
回
り
声

か
け
を
し
た
、
消
防
団
員
が
火
の

見
櫓
の
半
鐘
を
叩
き
危
険
を
知
ら

せ
た
、
等
で
助
か
っ
た
と
聴
き
ま

し
た
。
地
域
の
絆
が
大
切
で
す
。

　

林
町
会
の
あ
る
所
で
は
１
月
１

日
の
朝
、
百
円
玉
と
お
賽
銭
を
持

ち
地
域
の
拠
り
所
で
あ
る
「
聖
観

音
堂
」
前
に
集
ま
り
新
年
の
挨
拶

と
当
番
が
用
意
し
た
御
神
酒
で
今

年
一
年
無
事
で
あ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。「
絆
」
を
大
切
に
新
し
い

年
が
平
和
で
穏
や
か
な
年
で
あ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

館
報
編
集
委
員
長　

小
岩
井
　
登
嗣
治

歴
史
の
郷

歴
史
の
郷

● 林町会 ●

わが町紹介②

塁
が
特
徴
で
あ
り
、
小
城
は
主
郭

を
と
り
ま
く
石
積
み
と
畝
状
竪
堀

が
非
常
に
良
い
状
態
で
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
町
会
の
有
志
に

よ
り
、
林
古
城
会
（
33
名
）
も
結

成
さ
れ
て
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

山
辺
歴
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
、
遊
歩
道
の
整
備・

標
識
設
置
・
倒
木
撤
去
等
、
春
と

秋
の
年
2
回
献
身
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
国
の
史
跡
指
定
に
も
、

地
元
住
民
に
よ
る
整
備
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
平
を
一
望
で
き
る
、
大
城

～
小
城
～
広
澤
寺
山
～
千
鹿
頭
神

社
の
約
５
km
の
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン

　

林
城
跡
（
大
城
・
小
城
）
が
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ

裏
山
が
そ
の
昔
、
城
や
館
を
造
り

命
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
史
跡

と
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

林
城
は
大
城
と
小
城
か
ら
な

り
、
松
本
地
方
の
山
城
で
は
最
大

級
で
す
。
大
城
は
尾
根
の
上
に
あ

る
た
く
さ
ん
の
平
場
や
堀
切
・
土

令和元年度里山辺地区の新成人の方
は、男性59名、女性56名の合計115
名です。おめでとうございます。

新
し
い
時
代
に
ス
タ
ー
ト

里
山
辺「
ワ
ン
チ
ー
ム
」で

グ
コ
ー
ス
が
古
城
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
整
備
さ
れ
、
今
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

林
公
民
館
長　

横
山
　
金
生

▲トレッキングコースの
案内標識の設置の様子

林城周辺の地図▶

　今、私は先生になるための勉強をしています。

　小さい頃から「先生」にずっと憧れてきました。この憧れは、

学校の先生や人生の先生である里山辺の方々から頂いたもの

です。今もその憧れを大切に抱きながら、多才な友人達から

の刺激を受け、毎日の学生生活を楽しく過ごしています。こん

な生活を送らさせてくれる家族に、本当に感謝しています。

　恵まれた環境に感謝し、次は私が子ども達を支えられる先

生・大人になります。

恵まれた 20 年の
　　　　思いを未来に

西荒町　栃本 みなみ

　私は20歳という節目の年を迎え

今年で社会人3年目になります。

　私は今製造関係の会社で出荷の業務を行っています。仕事

は大変ですが、充実した毎日を送っています。それは今まで支

えてくれた両親や姉や兄、その他多くの方々のおかげです。

　これからは支えてくれた方々に少しでも恩返しができるよう

に、日々チャレンジすること、感謝することを忘れることなく

仕事などに精進していきたいです。

社会人としての決意

西小松　佐野 嵩樹

写真左から、宮本竜之輔さん、
奥原洋輔さん、佐野嵩樹さん、吉田瑠久さん

栃本みなみさん（左）と酒向和夏子さん（右）
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世帯数：    5,339 戸
　男　：    5,816 人
　女　：    6,144 人
　計　：  11,960 人

令和元年12月1日現在



　
里
山
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
は
平
成
30
年
度
よ
り
各

種
団
体
長
22
名
に
参
画
い
た
だ

き
、
地
区
の
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま

す
。
身
近
に
起
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
将
来
の
住
み
よ
い
里
山

辺
を
展
望
し
た
話
題
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
由
に
気
軽
に
話
す

中
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ヒ

ン
ト
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

絆
づ
く
り
や
防
災
、
環
境
、

観
光
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
分

野
で
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
里

山
辺
を
も
っ
と
良
く
し
よ
う
と

お
考
え
の
方
々
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆�

11
月
17
日
（
日
）・
第
63
回
地
区
卓
球
大
会
、

第
40
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

卓
球
大
会

優　

勝

準
優
勝
上
金
井

新
井

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

民生児童委員の改選がありました
新しくお世話になる民生児童委員の皆さんです

い
じ
め
ら
れ
追
い
込
ま
れ
る
。
強

い
人
が
何
を
し
て
も
許
さ
れ
平
気

で
い
る
。
こ
ん
な
社
会
は
大
人
の

恥
部
。
敏
感
な
子
ど
も
は
い
つ
も

大
人
の
合
せ
鏡
。
学
校
は
面
白
く

遥
か
な
も
の
へ
の
憧
れ
を
育
み
、

心
の
奥
深
く
降
り
て
ゆ
け
る
梯
子

を
差
し
出
せ
る
授
業
な
ら
い
じ
め

な
ど
起
こ
ら
な
い
と
期
待
。
子
ど

も
の
気
持
ち
に
耳
を
傾
け
、「
心

の
内
を
こ
の
人
な
ら
話
し
て
も
良

い
な
ぁ
。」
と
言
わ
れ
る
関
係
が

築
け
た
ら
と
願
う
と
語
ら
れ
た
。

前
主
任
児
童
委
員　

辻
　
ト
メ
子

　

斉
藤
金
司
先
生
は
、
ご
講
演
で

子
ど
も
の
人
権
は
、
幸
せ
な
未
来

を
守
る
為
の
も
の
。

　

い
じ
め
は
子
ど
も
の
時
間
管
理

か
ら
生
ま

れ
る
。
大

人
の
薄
っ

ぺ
ら
な
道

徳
心
の
押

し
つ
け
も

そ
の
根
底

に
あ
る
。

弱
い
人
が

人
権
啓
発
講
演
会
か
ら

まちづくり協議会活動報告

【
団
体
戦
】（
町
会
対
抗
）

優　

勝

準
優
勝

第
３
位

丸
山
喜
正
（
北
小
松
）

倪
秀
成
（
薄
町
）

柿
澤
洋
志
（
新
井
）

【
個
人
戦
】（
オ
ー
プ
ン
参
加
）

優　

勝

準
優
勝

第
３
位

第
４
位

新
井
Ｂ

薄
町

林
Ａ

上
金
井

◆
12
月
14
日
（
土
）・�

親
子
し
め
縄
教
室

わ
い
わ
い
も
ち
つ
き
大
会

　

山
辺
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
子
ど
も
26
名
、
大
人

28
名
が
参
加
し
、
お
正
月
の

し
め
縄
飾
り
（
ご
ぼ
う
締
め
、

輪
締
め
）
と
し
め
縄
リ
ー
ス
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
公
民
館
で
は
杵
と
臼
を
使
っ
た
、
も
ち
つ

き
大
会
も
行
わ
れ
、
わ
い
わ
い
カ
レ
ー
の
参
加
者
な

ど
大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

藤
井
町
会
で
は
以
前
よ
り
「
身

近
な
と
こ
ろ
で
体
操
を
し
た
い
」

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

思
い
切
っ
て
公
民
館
で
の
体
操

を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
８
名

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
始
め
て

の
参
加
で
し
た
が
、
今
で
は
毎

回
15
名
以
上
の
出
席
者
が
あ
り

ま
す
。
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
の
助
け
も
あ
り
、
い
っ
そ

う
体
操
に
も
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

藤
井
町
会
代
表　

山
本
　
宏
子

若里町町会

林町会

湯の原町会

藤井町会

◎会長　○副会長　☆新任　（敬称略）　

任期は令和元年12月1日～令和４年11月30日

今年度の
協議会の日程
5月28日（水）
9月25日（水）
10月23日（水）
11月27日（水）
12月25日（水）
1月25日（土）
2月26日（水）
3月25日（水）

令和元年度に制作した、あいさつ運動カレンダー
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下 金 井
新 　 井
湯 の 原
藤 　 井
上 金 井
薄 　 町
荒 　 町
兎 川 寺
西 荒 町
南 北 小 松
北 小 松
西 小 松
小 松 町

林
美 里 町
若 里 町

湯 の 原
林

赤羽　節夫
新井ひろこ
村澤けさ美
山本　宏子
金井　節子
中澤　政子
模　　清子
太田　京子
市原シゲル
宮坂　裕子
伊藤　敬子
横山　利江
三ツ井千惠子
渡邉　千鶴
柳澤　真弓
川端美早子

村本千絵美
小岩井里美

小林　明子
小林　利江
矢嶋　正枝

上條　健二

◎

☆

☆
☆
○
☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆
○☆

☆
☆
☆

☆

【主任児童委員】




